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スペーサの誘電特性が溶液の加熱プロセスに及ぼす影響を調べることを目的とし，低誘電性のテフロンや,

空気とほぼ同等の非常に低い誘電性を有するエアロゲルをスペーサとして試料容器の直下に配置し，試料

及びスペーサの幾何学的配置並びにスペーサの誘電特性が試料の加熱特性に及ぼす影響を評価した. 
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1. 緒言 

核燃料サイクルの再処理工程において，マイクロ波加熱脱硝法が

利用されている．マイクロ波加熱は沸騰現象を伴うことから，将来

に向けた量産規模の脱硝技術開発において，突沸及び噴き零れを避

けるため，運転条件を十分に把握する必要がある．本研究ではスペ

ーサの誘電特性が溶液の加熱プロセスに及ぼす影響を調べることを

目的とし，試料及びスペーサの幾何学的配置並びにスペーサの誘電

特性が試料の加熱特性に及ぼす影響を評価した. 

2. 実験 

マイクロ波加熱装置はオーブン上部から 2.45GHz のマイクロ波を

照射する構造である．スペーサとしてティエムファクトリ社製メチ

ルトリメトキシシランエアロゲルを使用し，高さ 10~50 mmの範囲で

10 mm ずつ変化させ，サーモグラフィによる溶液の温度分布測定を

行った．  

3. 結果と考察 

図 1 にエアロゲルをスペーサとして用いて実験及び電磁場解析を

行った際の加熱効率を示す．実験においてはスペーサ高さが増加す

るにつれて，加熱効率が減少する傾向がみられた．実験と同条件の

モデルにおいて解析結果により，サポート高さ 50 mm までは実験結

果により得られた加熱効率と概ね一致することが確認された一方，

70, 80mm に増加した場合，加熱効率が最も高くなり，それ以上の高

さでは加熱効率が低下することが分かった．図 2 にスペーサ高さ 50 

mm の時の溶液内部の電力損失密度の様子を示す．先行研究において，

テフロンをスペーサとした時は溶液下部からマイクロ波が進入した

のに対し[1]，エアロゲルをスペーサとした時は溶液上部から電磁波

が進入する傾向にあり，スペーサの誘電特性が試料の加熱特性に大

きく影響を及ぼすことが明らかとなった． 
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図 1溶液の加熱効率 

 

 

(a) テフロンスペーサ 

 

 

(b) エアロゲルスペーサ 

図 2 溶液内部の電力損失密度 
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